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理科を学ぶことの有用性を実感させる授業づくり

ー中学理科第 2分野「動物の体のつくりと働き」「刺激と反応」の学習を通して一

Practical study of creating lessons to appreciate the usefulness of science class: 

Classroom practices of the units in science field II at junior high school 

砂川誠智

Masatoshi SUNAGAWA 

琉球大学大学院教育学研究科高度教職実践専攻

1. はじめに

平成 29年度告示中学校学習指導要領理科編では， 理科改訂の要点として， 理科を学ぶことの意義や

有用性の実感及び理科への関心を高める観点から， 日常生活や社会との関連を重視することが挙げられ

ている（文部科学省 2018)。実際に令和4年度全国学力学習状況調査の学校質間紙では， 「理科の指導

として，実生活における事象との関連を図った授業を行ったか」との質問に肯定的に回答した中学校の

割合は 90％を超えており， 平成 30年度と比較すると増加している（文部科学省・国立教育政策研究所

2022)。しかし， 生徒質問紙においては， 「理科の授業で学習したことを， 普段の生活の中で活用でき

ないか考えますか」， 「理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか」

という質問に対し，肯定的な回答はそれぞれ 52.9%, 61. 8％に留まっている（文部科学省•国立教育政

策研究所 2022)。また，濱保ら (2019) は学習内容と現実社会や職業とのつながりだけでなく，生徒が

学習内容や現実社会との関連性を意識し，見出すことが理科の有用性を実感させるうえで重要であると

述べている。そして石井 (2020) は， これまでの教科学習では， 導入部分で生活場面が用いられても，

もとの生活場面に「もどる（知識を生活に埋め戻す）」ことはまれであり，単元や授業の終末部分では，

問題演習など機械的な学習が展開されがちであると述べている。また，理科を学ぶ有用性を実感するた

めには，実生活との関連のある学習を取り入れるだけでなく，その学習内容を理解することが重要であ

り，実生活と関連させた発展学習への理解を促すための生徒の実態に合った学習形態や手立てについて

も検討していく必要がある。これに関連して「令和の日本型学校教育の構築を目指して」の答申では，個

別最適な学びの実現に向けた ICTの活用，協働的な学びを充実させていくことが述べられている（中央

教育審議会 2021)。

そこで本研究では，知識獲得後に実生活と関連させた発展学習のなかで ICTの活用，協働的な学びを

取り入れることで生徒が理科を学ぶ有用性を実感させることができたのか検証するとともに，学習内容

の理解を促すための手立てについて検討する。

2. 実践の対象と授業の内容

(1)連携協力校：沖縄県公立中学校2学年 (A組： 29人 B組： 33人）

(2)実習期間： 2022年8月下旬～ 9月下旬

(3)単元：単元 2 「生物のからだのつくりとはたらき」（東京書籍 新しい科学2 P. 138"-'169) 

第 3章「動物のからだのつくりとはたらき」 第4章「刺激と反応」

(4)授業内容

授業の内容を表 1に示す。表 1の黒枠は生徒に理科を学ぶことの有用性を実感させることを目指した

発展学習を取り入れた実践 (5時間目：実践 I 8時間目：実践II)であることを示している。また，そ
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れぞれの実践の詳細については以下の項目において述べる。

表 1 「動物のからだのつくりとはたらき」「刺激と反応」の授業計画（全 14時間）
節 時 主な学習活動

・呼気に含まれている二酸化炭素 (CO2)の炭素 (C)はどこからきたのか予想する。

1 
・呼吸のはたらきを理解し，肺呼吸と細胞による呼吸のちがいについて確認する。
・肺胞があることでどのような利点があるのか予想する。このとき既習事項（小腸の柔毛，植物の根の根毛）をもとに考える。

第
・肺のつくりを理解し，肺呼吸により，肺胞と毛細血管の間で酸素と二酸化炭素のやりとりが起こることについて確認する。

3 
・心臓には4つの部屋（右心房，右心室，左心房，左心室）があることを確認する。

章 2 
・左心室の壁が右心室よりも厚くなっているは左心室がどこに血液を送っているからか予想する。
・全身⇒右心房⇒右心室⇒肺⇒左心房⇒左心室⇒全身という流れで血液が循環していることを確認する。

価 ・肺循環と体循環について説明を聞き，理解する。
物 3 ・ヒトの体の血管の分布図に動脈血と静脈血の塗分け作業を行い，ヒトの体の血液循環について理解する。
の 4 •実験「グッピーの血液の流れの観察」を行い，血液は液体だけでなく固体成分が含まれていることを見いだす。
か

•主な血液成分（赤血球，白血球，血小板，血しょう）の形， 1mm'あたりの数，特徴とはたらきについて確認する。

危 ・教科書P.143図5をもとに血液と細胞での物質の交換について説明を聞き，理解する。
の 5 ・調べ学習「赤血球と貧血の関係について調べてみよう」
つ 「①なぜ病気のない中学生に貧血が起こるのでしょうか？」「②貧血が起こらないため（防ぐため）には， どうしたらよいでし
＜ ょうか？」について端末を用いて調べる。
り

・体内でできた不要な物質を排出するしくみについて説明を聞き，理解する。と 6 
は ・排出のしくみに関する動画を視聴し，理解を深める。

た •発展問題「人工呼吸では，なぜヒトが吐き出した空気でも酸素をあげることができるのでしょうか？」
ら 7 教科書 P.138閲1から吐息と呼気に気体の成分の割合は大きく変化しておらず， 呼気にも十分に酸素が含まれていることを見

ぎ いだし，説明する。 ・復習プリント（動物のからだのつくりとはたらき）

・適用問題「なぜ火災のときに姿勢を低くして避難することが大切なのでしょうか？」

8 
「①火事のときに発生する気体」「②気体の種類による重さの違い」「③赤血球と一酸化炭素」について確認する。確認した知識

をもとに，火災のときに姿勢を低くして避難する理由を説明する。
・動画の視聴 (A組：じん臓のはたらき B組：血液のはたらき）

・フイオンがシマウマを発見し，シマウマにとびかかるとき，フイオンは最初に体のどの部分をはたらかせたのか予想する（教
科書 P.150図 1)。

， ・ヒトの 5つの感覚器官（目，耳，鼻，舌，皮膚）が受け取る刺激とそれぞれの感覚細胞があるところを確認する。
•実験「手の甲の冷点を探そう」
針付きフィルムケースに氷水をいれ蓋をし，手の甲には4mm'のスタンプをする。針を手の甲のスタンプになぞらせ，皮膚の感
覚点の数を数える。

・受け取られた刺激は感覚器官⇒感覚神経⇒中枢神経⇒運動神経⇒運動器官という経路で信号が伝わり反応が起きていること

10 
を確認する。
・実験「刺激を受け取ってから反応が起こるまでの時間を調べよう」

第 落下させたものさしを掴むまでの時間を計測し，掴むまでにかかった時間はなにを表すものか説明する。
4 

・実験「にぼしの解剖」章 1 1 
にぼしの解剖を行い，にぼしのからだのつくりを銀察し，ヒト以外の動物にも脳や臓器などのつくりがあることを確認する。; 12 ・実験「膝蓋腱反射を体験しよう」
実験を通して，意識とは無関係に決まった反応が起こることを体験し，反射の信号の伝達経路の説明を聞き，理解する。

と ・ヒトの片腕はいくつの骨でできているのか予想する。

塁 ・骨はからだを支えると同時に，内臓や脳などを保護するはたらきをもっていることを確認する。

13 
・筋肉のつくりとはたらきについて説明を聞き，理解する。
・実験「骨と筋肉のはたらき方について，試してみよう」
腕を曲げようと力をいれたときと伸ばそうと力をいれたときの上腕二頭筋・上腕三頭筋の状態から， 筋肉は縮むことはできる
が， 自ら伸びることはできないことを確認する。

・調べ学習「刺激と反応について調べてみよう」
①-1原始反射はどういった反射でしょうか？ ①-2原始反射にはどういったものがありますか？

14 
②水族館にいる魚は透明なガラスにぶつかることはほとんどありません。なぜ， 魚は透明なガラスにぶつかることなく泳ぐこ
とができるのでしょうか？
③ハブは夜の暗い状況のなかで餌となる生き物をどのように見つけているのでしょうか？

の3つについて端末を使って調べる。

3. 実践 I (5時間目）

(1)実践 Iについて

「血液のはたらき」の学習では， ヒトの主な血液成分の一つである赤血球と関係のある身近な病気で

ある「貧血」に注目した。そして，実践 Iでは理解を深める手立てとしで情報端末を用いて貧血に関す

る調べ学習を行い， 自分で知識を獲得することで理科を学ぶことの有用性を実感させることを目指した。

実践 Iの授業のながれを表 2，使用したワークシートを図 1に示す。貧血についての調べ学習では ① 

病気のない中学生のみなさんに貧血がおこるのはなぜでしょうか？ ②貧血を起こらないようにするた

め（防ぐため）には，どうしたらよいでしょうか？の 2つの問題に取り組ませた（図 1：裏面）。貧血の
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原因には成長に関するもの以外にも癌や骨髄の病気

など多様な原因があるため， 生徒が自分事として捉

えやすいよう問題①では「病気のない中学生」とし

て条件を整理した。また， 生徒は調べ学習に十分に

慣れていない可能性があったため， 必要に応じてグ

ループで話し合ってよいこととした。

(2)実践 Iの評価対象

授業で使用したワークシートの記述から生徒が血

液のはたらきを理解し，適切に調べ学習を行い，貧

血に関する知識を獲得できているかを見取った。ま

た， 授業終末のふりかえりの記述から実践 Iによっ

て生徒が理科を学ぶことの有用性を実感できていた

のかを見取った。対象は実践 Iに出席した生徒 (A

組： 23名 B組： 25名）とした。

(3) A組：実践 Iの詳細

① ワークシートの記述

A組では問題①「病気のない中学生に貧血がおこ

るのはなぜでしょうか？」， ②「貧血が起こらない

ようにするため（防ぐため）には， どうしたらよい

でしょうか？」において， 21名の生徒が調べた内容

を記述し， 2名の生徒が無記入であった。
＇ 問題①「貧血がおこるのはな

『塵庫のはたら會JR

過程

導入

展開

終末

表2.実践 Iの授業のながれ

主な学習活動

1．前時の復習

(1)心臓のつくりとはたらきについて竜子黒板の図をもとに

復習を行う。

2.課題の設定

(1)呼吸で体内に取り入れられた酸素は血液に溶け込み．

心臓のはたらきによって全身の細胞に送られることを学習し

ていることから． 血液のはたらきに注目する。また， グッピ

ーの毛流の蜆察を行ったときに液体だけでなく固体成のもの

が蜆察できたことから血液の成分について注目させる。

| 課題：血液の成分とはたらきをまとめよう | 
3．血液の成分とはたらきについてまとめる

(1)表をもとに血液成分の形， 1mm•あたりの数， 特徴とはた

らきについてまとめる。

(2)血液と細胞での物質の交換の模式図をもとに， 血液成分

のはたらきを踏まえ， 血液と組織液のあいだで行われる物質

のやりとりについて説明する。

4．調べ学習：「赤血球」と「往血」の関係について調ぺよう

(1)貸血にどのような症状があるのか実際に電子黒板で検索

し，サイトをみながら確認する。

(2) 「貧血」について潤べ学習を行う。

①貧血がおこるのはなぜでしょうか？

②貧血が起こらないようにするためにはどうしたらよいでし

ょうか。

(3)生徒を指名し， 電子黒板に調べたことを書き込ませ． こ

れをもとに全体で共有・説明を行う。

5.ふりかえりの記入

"＂血は 』と 『賃ュ』の閲係について鵡べてみよう 9)

ぜでしょうか？」では， 「赤血

球の産生低下」， 「鉄不足」，

2年縫● ●● 匹 9●―’― a m ( ） 

I mm；；；の成分と五ん；L-．う ＇

，，なさん[9『賃●』って●つてい●すか？

「出血」，などを貧血が起こる

原因について箇条書きによう

に記述している生徒が多く見

られた。また，記述の中で「血

液中に酸素が不足する」， 「酸

欠状態」といった貧血の症状が

起こるメカニズムに関する記

述があった生徒は 6名であっ

た。しかし，貧血が起こる原因

と症状が起こるメカニズムを

関係づけて説明することがで

きていた生徒はいなかった。こ

“U胄の虞分とはた●●l
●分 ． 9mm ●`とはたらe

① 
中央がく1`んだ門董1:1.,a・・9500万● ＾モグロピン愛拿み

・籟なし 宣霞・…牡0万● 麟戴を遍ぷ

" ° c 

・鰈屈，，，ものが●いが ・如 偽内にfl入した●●など

状ヨにより置働する． 鍼.,. を分鱗する

体球
●あ，'

・壽血矯やO匹よりも Zi 万一”万• 比＊した拿濯を鸞める

゜
小さ く て不鰻•Jな鳥 （●雇箪●）

•鶴ut..

濯
・濠費e

＼ 
貴分や不膏檜€冨ぶ

R 
II.讐から黛み工したもの

e- といい鯛胃の
体

・りを漢たす．

●囀書1“ページ 璽●塵薫と●●での●賣の交● （●丈■）

さて．『貧0」にはどのようなa状があるのでしょうか？見てみ享しょう 9

0 9 皇』について罐末を1lって虞ぺ．（できるだ99)員体的に次の賃悶9コ笞えよう 1

〈鱈べ字●で置をつ"てほしいこと）

・櫨●のサイトを見比ぺて．●分にとってわかりやすいもの． 重鱚できるものを選ぶこと．

• 本●9こその鶴蠅がれ字"’こ正しいのか壽えること·

(I)●気のない中掌生のみなさんに起きやすいのは 「鮫欠乏往貧血』というものです．

なぜ『艤久ユtl●●JI9起こるのでしょうか？

(2)「餃欠乏性賃0」が起こらないようにするた，，，（防ぐため）に(9、どうしたらよいでし

ょうか？

の結果から， A組の生徒は赤 図1.実践Iで使用したワークシート（左：表面右：裏面）

血球のはたらきと貧血が起こる原因を関係づけることができていなかったことが示唆された。また，問

題①では生徒にとって自分事として貧血を捉えやすいよう「病気のない中学生」という言葉を用いたが，

中学生に起こる貧血の原因となる成長， 運動， 月経などに関する記述をしていなかった生徒は 14名で

あった。さらに「がん」や「骨髄の異常」など病気に関する記述をしている生徒が 3名みられた。この

結果から， A組の実践では問題①で問われている内容を踏まえて調べ学習を行わせることがあまりでき
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ていなかったことが考えられる。また， 「赤血球にふくまれるヘモグロビンの量が少なくなることで全

身が酸欠状態になること」， 「赤血球が低下」といった誤った知識や表現をしており，赤血球の特徴や

はたらきを理解し，調べ学習で適切に活用することができていないと考えられる生徒が 7名みられた。

この結果から，十分に学習内容を理解できていない状態で調べ学習を行うとインターネット上にある誤

った知識や表現に気付くことができない可能性があることが示唆された。

問題②「貧血が起こらないようにするため（防ぐため）には， どうしたらよいでしょうか？」では，

「バランスの良い食事をとる」， 「鉄分をとる（レバー，小松菜などをたべる）」， 「無理な減量をしな

い」， 「ビタミン類をとる」などの具体的な行動に関する記述が 23名でみられた。しかし，これらの貧

血を防ぐための行動がなぜ貧血を防ぐことにつながるのかまで記述できていた生徒は 2名のみであった。

そのため，大多数の生徒は貧血を防ぐための具体的な行動について調べることはできたが，その行動が

なぜ貧血を防ぐことになるのかまでは考えることができていたかどうかを見取ることはできなかった。

②ふりかえりの記述

A組の生徒のふりかえりでは「バランスのよい食事をしたりして貧血にならないように気をつける」

「貧血は対策ができると知れた」「貧血は食生活に関係がある」など調べ学習を通して学んだ貧血の原因

やその防ぎ方などに関する記述がみられた。しかし，ワークシートでの記述と同様に血液のはたらきと

関連付けることができている記述はみられず，実践 Iで獲得した貧血に関する知識が理科の学びとして

生徒に捉えられていたかを見取ることはできなかった。

(4) B組：実践 Iの詳細

B組の実践では， A組の実践を踏まえ，調べ学習に入る前に気を付けてほしいこととして， 「複数の

サイトを見比べて， 自分にとってわかりやすいもの，理解できたものを選ぶこと。」， 「本当にその情

報が科学的に正しいのか考えること。」の 2つを挙げ， 全体で確認を行った。また， 中学生に起きやす

いのは鉄欠乏性貧血であるため， 「貧血」を「鉄欠乏性貧血」という言葉に変えて調べ学習を行わせた。

① ワークシートの記述

問題①「病気のない中学生に貧血がおこるのはなぜでしょうか？」では 24名の生徒が調べた内容を

記述し， 1名の生徒が無記入であった。間題②「貧血が起こらないようにするため（防ぐため）には，ど

うしたらよいでしょうか？」では， 23名の生徒が調べた内容を記述し， 2名の生徒が無記入であった。

問題①では貧血の原因として 24名の生徒が「鉄分の不足」を挙げており， これは貧血から鉄欠乏性

貧血に調べる言葉を変えたことが影響したためだと考えられる。このうち l1名の生徒は成長期（思春

期）のため鉄分が不足するといった記述をしていたが，成長期に鉄分が不足する理由についてまで記述

している生徒はみられなかった。また，赤血球やヘモグロビンという言葉をつかっていた生徒は 2名の

みであった。一方で貧血が起こるメカニズムに関する記述をしている生徒は 1名のみであり，この生徒

は「体内に流れている赤血球に多く含まれるヘモグロビンと鉄分が欠乏することにより（以下略）」と誤

った表現をしていた。これらの結果から， B組の生徒は赤血球のはたらきと貧血の原因を関連付けて理

解することはできていなかったことが示唆された。

問題②「貧血が起こらないようにするため（防ぐため）には， どうしたらよいでしょうか？」では，

「バランスよい食事をとる」， 「鉄分をとる」， 「ビタミンをとる」， 「タンパク質をとる」などの貧

血を防ぐための具体的な行動について記述されていたが，これらの行動が貧血を防ぐことになるのかに

ついて記述できている生徒はいなかった。これらの記述内容から，赤血球にはたらきと貧血を防ぐ方法

を関連付けて理解することはできていなかったことが示唆された。

②ふりかえりの記述

B組の生徒のふりかえりでは， A組と同様に調べ学習を通して学んだ貧血の原因やその防ぎ方など

に関する記述がみられた。しかし，一部の生徒のふりかえりで「赤血球の中に含まれるヘモグロビンの
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鉄分を意識して食事を摂った事がなかったので，印象に残った」， 「鉄不足で貧血になるとは何となく

知っていたけど，赤血球をつくれなくなるからと今日知れた」など血液のはたらきと関連付けることが

できている記述はみられ，実践Iで獲得した貧血に関する知識が，理科の学びとして生徒に捉えられて

いたことが示唆された。

4. 実践II (8時間目）
表3 実践nの授業のながれ

(1)実践11について

第3章の学習後，火災のときの避難方法に注目し，

第3節「呼吸のはたらき」，第4節「血液のはたらき」，

1学年「気体の性質」で学習した知識を活用する問

題（適用間題）を作成し，実践11を行った。実践11の

授業のながれを表3，使用したワークシートを図 2

に示す。そして実践 Iの結果から調べ学習を通して，

適用問題を解くための適当な情報を獲得することは

難しいことが考えられたため，教師から整理された

知識を提示した（図 2,表3)。また実践11では理解

を深める手立てとして協働的な学びを取り入れた。

授業の展開前半では適用問題を解くために必要な

知識を知識①「火事のときに発生する気体」，知識②

「気体の種類による重さの違い」，知識③「赤血球と

一酸化炭素」の 3つに分け，全体で確認を行った。そ

の後の展開後半では，適用問題

を3つの段階にわけて進めた。

一段階目は「わたしの考え」 と 。火事のとき19覺皇"”

して最初の自分の答えを記述さ 字溢二溢京士霊訂芯芯ぶばば

せた。 二段階目は 「友だちの考 1 -：己巳？：：：；：•炭累ができるとさの化学反e式を覺てみ●しょう．
三三

『●●0)からだのつくりとはたら轡JO)拿とめ

2拿 鑢 ● 艮名 kn2畢 月日天● （ 

1匹i五 年とか五……う！その； 一 ,7 

え」としてグループ活動を行い，

意見の共有・交換を行い，必要

だと思ったことを記述させた。

三段階目は「友だちの考えを聞

いた後のわたしの考え」として，

グループ活動を踏まえた上で問

題に対しての最終的な答えを記

述させた（表2)。

(2)実践11の評価対象

生徒ごとにワークシートの

「わたしの考え」と「友だちの

過程 学習活動

溝入 1. 課 の 設 定

| 課甦：学んだことから，生活を見てみよう！ | 
展開 2. 問題に向けた知識の確認

(1)火事のときに発生する気体（全体） （ワークシート 1枚目）

・火事の時など物が燃えるときは二酸化炭素だけでなく， 一

酸化炭索も発生することがあることを復習する。

(2)気体による重さのちがい

・身のまわりにある 4種類の気体について分子モデルをもと

に空気と重さを比較し，整理する。

(3)赤血球と一酸化炭素

・赤血球の性質とはたらきを復習する。

・赤血球は酸素よりも一酸化炭素と結びつきやすく， 結びつ

くと離れにくい性質をもっていることを礁認する。

3.【問題J「なぜ，火事のときは姿勢を低くして避難すること

が大切なのでしょうか？」

(1) 「わたしの考え」（個人で記述）

(2) 「友だちの考え」（グループ内で意見共有・交換））

(3) 「友だちの考えを聞いた後のわたしの考え」（個人で記述）

4.動両視聰 (4組：血液のはたらき 5組：じん臓のはたらき）

終末 5.ふりかえりの記入

②気体の....,こよる重さのちがい

紘たらの●のまわりにある つヽの●●について．宣繋と重さを比べて．●鸞分けしましょう．m :］戸戸
空気より軽い

空気くらい

空気より重い

0......と一醸化炭貴

ぬ液の中にある鼻血這I9、騎謁で11累と給びつくことで、金身に11累を運ぶことがで

．．す．これは囀血埠に含拿れているヘモグC ピンが鰻●と給びつさやすい性賃を捨っ

ているおかffです．

しかし，賽『9^ モグロピンに『911素の的2OO信も鯰びつさやすい気体がいるんです．
しかも．なかなか鑓れてくれません．その正体は一•r．胄暑onなんで....ヘモグ0 ピ
ンと一蘊化巖累が轄びついてしまうと．ヘモグロビン99纏累と轄びつくことがで●なく

なってしまいまず．

「羹●0からだのつくりとはたら會』の攣とめ

2•-蝙＿量 ●● 四9•—’ー● 天鵞 9 9 

IIOIIJ 

最近、●●●●もあったことなので、すこし＊事のときの蔓●祖 9Cついて書えてみ●しょう．

詞三が
は：●：●●●小●●●●9999イト9

0なぜ．火●のと書は書＂管曇くし.,...することが大切なのでしようか ？

！菫IOワ-?シ-"”"’を重て．ー・虜し竃しょ＿ぅュ

図2.実践IIで使用したワークシート（左； 1枚目 右： 2枚目）

考えを聞いた後のわたしの考え」の記述を比較し，学習状況を見取るとともに協働的な学びによってど

のように生徒の記述が変容したのか見取った（以降「わたしの考え」を「最初の考え」， 「友だちの考

えを聞いた後のわたしの考え」を「最終的な考え」とする）。また，授業終末でのふりかえりの記述から

実践11によって生徒に理科を学ぶことの有用性を実感させることができたかを見取った。対象は実践II

に出席していた生徒 (A組： 23名， B組： 28名）とした。
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(3) A組：実践11の詳細

①生徒のワークシートの記述

A組の生徒ごとにワークシートの「最終的な考え」の記述内容に改良がみられた生徒は8名，改良が

みられなかった生徒は 8名，無記入や考えは変わらないとした生徒が 7名であった。

改良がみられた生徒の記述では，使っていなかった知識を使ってより具体的に考えを記述することが

できるようになったり，使っている知識は変わらないが箇条書きであった文章がわかりやすいひとまと

まりの文章になったりしていた。また， 「最終的な考え」で適用問題に対しての答えにはなっていなか

ったものの， 「最初の考え」の不十分なところを発見し，改善点として挙げている生徒も見られた。改

良がみられなかった生徒では， 「最初の考え」では確認した知識をもとに姿勢を低くして避難する理由

を記述していたが， 「最終的な考え」ではその理由の部分を省き， 「一酸化炭素（煙）をすわないよう

にするため」など結論のみを記述している傾向がみられた。そして，改良がみられなかった生徒の中に

は二酸化炭素が一酸化炭素と同様に人体に悪影響を与えるという誤った知識の理解をした生徒が 3名お

り，この 3名は同じグループであった。また， A組では大多数の生徒が授業展開の前半で確認した知識

②「気体の種類による重さのちがい」をもとに「最初の考え」， 「最終的な考え」を記述しており，一

酸化炭素について「中毒」， 「有害」など人体に悪影響を及ぼすことについて記述しているものの，知

識③「赤血球と一酸化炭素の関係」に注目し，その理由について記述している生徒は4名であった。こ

れらのA組の生徒のワークシートの記述から， A組では協働的な学びによって考えの変容や深まりを促

すことができなかったこと，学習内容の理解を促すことができていなかったと考えられる。この原因と

して，生徒がグループ活動を行うことに慣れていないこと，授業の展開前半で確認した知識を十分に理

解できていない状態で適用問題に取り組んでいたこと，適用問題では知識①～③をもとに考えるという

ことが十分に伝わっていなかったことが考えられる。また，グループ活動を知識への理解が不十分な状

態で行うと誤った知識が拡散されてしまう可能性があることが示唆された。また，未記入や考えはかわ

らないという記述があったことから学習活動の意図が生徒に十分に伝わっていないことが示唆された。

②ふりかえりでの記述

A組の生徒のふりかえりでは「避難訓練をするときなんでかがんだまま逃げるんだろう？と疑問だ

ったけど，一酸化炭素を吸わないためだと分かった」， 「火事の時姿勢を低くして避難する理由は，け

むりやその空気中にふくまれる一酸化炭素を吸わないためで，低くする理由が軽いからということに気

づいた」， 「火事がおこると，一酸化炭素を吸いこんでしまったりするからしやがまないといけないん

だと気づいた」などの学習内容と火災のときの避難方法という実生活での行動との関連に気づいている

と思われる記述がみられた。これらのふりかえりの記述から，実践1IによってA組のある程度の生徒は

理科を学ぶことの有用性を実感できていることが示唆された。

(4) B組：実践11の詳細

①生徒のワークシートの記述

ワークシートの「最終的な考え」の記述内容に改良がみられた生徒は 20名， 改良がみられなかった

生徒は 5名，考えは変わらないとした生徒が 3名であった。改良がみられた生徒の記述では， A組の生

徒と同様に使っていなかった知識を使ってより具体的に考えを記述することができるようになったり，

使っている知識は変わらないが箇条書きであった文章がわかりやすいひとまとまりの文章になったりし

ていた。また， 「最終的な考え」で適用間題に対しての答えにはなっていなかったものの， 「最初の考

え」の不十分なところを発見し，改善点として挙げている生徒も見られた。改良がみられなかった生徒

では， 「最初の考え」では確認した知識をもとに姿勢を低くして避難する理由を記述していたのにも関

わらず， 「最終的な考え」ではその理由の部分を省き， 「一酸化炭素は体に害があり，吸わないように

するため」など結論のみを記述している傾向があった。そして，改良がみられなかった生徒の中には「窒
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素は体に害があることがわかった」という誤った認識をしていた生徒が 1名みられた。また， A組と同

様に大多数の生徒が授業展開の前半で確認した知識②「気体の種類による重さのちがい」をもと「最初

の考え」， 「最終的な考え」を記述しており，一酸化炭素について「中毒」， 「有害」などの人体に悪

影響を及ぼすことについて記述していた。しかし，知識③「赤血球と一酸化炭素の関係」に注目し，そ

の理由について記述している生徒は 6名のみであった。そしてこの 6名のうち 3名は同じグループであ

った。

これらのB組の生徒のワークシートの記述から， B組では協働的な学びによって考えの変容やよりよ

い文章へ書きなおすことを促すことができたと考えられる。一方で学習内容の理解を十分に促すことは

できていなかったと考えられる。この原因として，授業の展開前半で確認した知識を十分に理解できて

いない状態で適用問題に取り組んでいたこと，適用問題では知識①～③をもとに考えるということが十

分に伝わっていなかったことが考えられる。また， B組の生徒はグループ活動の際に意見交換はできる

が，話し合いのなかで考えを深めていくことに慣れていないことが示唆された。

②ふりかえりの記述

B組の生徒のふりかえりでは「一酸化炭素を吸うと体に害があると知っていたけど，今日はなぜから

だに害があるのかわかった。今まで一酸化炭素は毒素が含まれていると思っていたけど，ヘモグロビン

が関係しているとわかった」， 「避難訓練をするときに， しやがむ理由はなんとなく分かっていたけど，

勉強をすることでちゃんと気を付けたいと思ったし，ちゃんと理解できた」， 「一酸化炭素はヘモグロ

ビンとくつつきやすく，酸素が運べなくなるから，体に良くないんだと気づいた」などの学習内容と火

災のときの避難方法という実生活での行動との関連に気付いていると思われる記述がみられた。これら

ふりかえりの記述から，実践1IによってB組のある程度の生徒は理科を学ぶことの有用性を実感できて

いることが示唆された。

5. 質問紙調査

(1)質問紙調査について

筆者が行った授業が生徒の理科を学ぶことの有用性に関する意識と協働的な学びに関する意識に与

えた影響について検証するため，実習後に質問紙調査を行った。検証の対象は本実践に出席し，質問紙

調査に回答した生徒 50名 (A組： 25名 B組： 25名）とした。質問紙調査では①～⑥の質問に「そう

思う」， 「ある程度そう思う」， 「あまりそう思わない」， 「そう思わない」の4件法で回答させ「そ

う思う」， 「ある程度そう思う」を肯定的な回答， 「あまりそう思わない」， 「そう思わない」を否定

的な回答とした。また，質間⑥についてはその選択肢を選んだ理由についても記述させた。以下に質問

項目を示す。

〈質問項目〉①学習内容を理解することができた。

②グループ活動を楽しんで行うことができた。

③グループ活動では， 「最初の考え」を友だちに伝えることができた。

④グループ活動では， 「友だちの考え」を聞き， 「最初の考え」を考え直したり，文章の

書き方を工夫したりすることができた。

⑤グループ活動をすることは，有意義だと思う。

⑥授業で学んだことは生活の中で役に立つと感じることができた。

(2)質問紙調査の結果と考察

質問紙調査の結果を表4に示す。質問①では 2学級で肯定的な回答が 90％を超えており，筆者が行っ

た授業に生徒は概ね満足していたことが示唆された（表4)。また， A組では質問④において否定的な回

答が 20.0％となっており，この結果は実践11においてグループ学習を行っても「最初の考え」と「最終
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的な考え」の記述内容に改良がみられなかった生徒の割合

が 60％以上であったことに関係していることが考えられ

る（表4)。今回の実践では，効果的なグループ活動にな

っていなかった事が示唆されるため， 今後さらなる対応

が必要であると感じている。質問⑥でA組の否定的な回答

は 20.0％であったが， 生徒の理由では「体の臓器やつく

りは， 病気になったときなど分かっていると役に立つと

思った。」などの学習内容を生活に活かそうとする記述が

みられた（表4)。B組では質問⑥の肯定的な回答が 87.5% 

となっており，生徒の理由では「女子は貧血のことなどを

学べてこれからの生活を自分で安全にしていくことができると思いました。」「火災の時になぜ煙を吸っ

てはいけないのかも， 良くわかりました。」など実践に関する具体的なものなど， 学習内容を生活に活

かそうとする傾向が見られた（表4)。この結果から，筆者が行った授業によってA組ではある程度の生

徒， B組では大多数の生徒が理科を学ぶことの有用性を実感できていたことが示唆された。

A
組

B
組

表4. 学級ごとの質問紙調査の結果

肯定的な回答 否定的な回答 無回答 I
24 (96. 0%) 1 (4. 0%) 0 
21 (84. 0%) 4 (16. 0%) 0 
23 (92. 0%) 2 (8. 0%) 0 
20 (80. 0%) 5 (20. 0%) 0 
19(76. 0%) 4(16. 0%) 2 
19 (76. 0%) 5 (20. 0%) 1 
24 (100%) 0 (0. 0%) 
25 (100%) 0 (0. 0%) 0 
21(84. 0%) 4 (16. 0) 0 
23 (92. 0%) 2 (8. 0%) 0 
23 (100%) 0 (0. 0%) 2 
21(87. 5%) 3 (12. 5) 1 

①
②
③
④
⑤
⑥
-
＿
①
②
③
④
⑤
⑥
 

6. おわりに

理科を学ぶことの有用性を実感させるため，知識獲得後に実生活との関連させた発展学習を実践 Iで

はICTを活用した調べ学習として，実践11では協働的な学びという学習形態で行ったが，どちらの実践

も十分にその学習内容の理解を促すことができていなかった。しかし， 実践 Iでは B組の一部の生徒，

実践11では 2学級ともにある程度の生徒が理科を学ぶことの有用性を実感していたことが示唆された。

また実践 Iの結果から， 調べ学習を行うためには生徒が調べるための土台となる知識を確実に理解し，

インターネット上の情報が正しいのか考えることのできる力を身に付けていくことが重要であると考え

られる。実践11の結果からは協働的な学びを通して学習内容への理解を深めてくためには活動のなかで

発表しあえるだけでなく，話し合うことのできる関係性を構築していることが重要となると考えられる。

そして，実践 I, IIでの発展学習の内容については可能な限り生徒の実態に合わせるよう努めた。しか

し，本実践は実習の中で実施したということもあり，十分に生徒の実態にあった適切な学習活動を設定

することはできていなかった可能性が考えられる。今後は，より生徒の実態に合わせた課題・問題，学

習形態を設定するとともに，継続的な指導を行い，生徒に理科を学ぶことの有用性を実感させることの

できる授業実践の開発を行っていきたい。
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